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各 種 歯 科 技 工 装 置 の 製 作 状 況 に 関 す る 寛 態 調 査

― 平 成 2 0 年 度 か ら 平 成 2 2 年 度 ま で の 統 計 調 査 ―

飛田滋　大沼誉英　河野正司

明確短期大学 歯科技工士学科

A Survey of Fabricated Status of the Dental Technical Labor

Shigeru Tobita Takahide Ohnuma Shoji Kohno

[ ) EIP ll )I/))llJl/()/r)'.)Ill/Ir什/I)ll)/()LLT.I-..1l{･/)･Z■Jr(1()/!岬.

本 学 附 属 歯 科 診 療 所 歯 科 技 王 室 で 製 作 し た 各種歯科技工装置の製作状況を平成20年度から3年間調査 し
/+I.そ の 結 果 -. こ の 二王 て日 ,'',)で 製 作 総 数 は .1 '3.7 い く､ の 増加を示した.某;Ll.I,'Iで多か･'たものは部分l木元菌.兼備修fII!..
タラTl′ ン . f ン レ - だ -) た . 中 で も 審 美 修 復 に 関わる硬胃レジン前装俣日系が65.loo.ハイブリ･ソドセラミ､ソ
クス前 葉 関 係 が tiS ∴loい増 加 し , 陶 廿 関 係 は ジ JL コニアクラウンへの移行が踊苦となi)メタルボンドポーセレ
ンタラ T17 ン 数 に 付 して -1こうゴ`吊 F il JJ ll と な っ た .

本学 附 属 歯 科 診 療所 の 級 歯 科 技 工 料 金 を 分 析すると,調登初年度に対し3年後は内部製作が13.4%の伸び
を′JI-し. 外 L･L旧 さ 汗 につ い て 2 0 .6 0 0 の 節 約 が で きた.
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おける歯科技工装 置 の 製作状況についてはサこれま

･∴.上目､-=i'!言上`二 二t_-､∴∴.. L･ /II./･:.:Y.HJ(I

年鑑から平成22年度まで約3年間に製作された歯科

技工装置の種類,教職員および生体技工専攻科生(以

下,専攻科生とする)が製稚した数量を調登,集計

-_∴十･.rfj･.L.

･/_一工十1lJ'../･二l∴-..I ･ ..:(∴∴ ･-I,JL一..lt.i㍉持

主への取り鵜みと専攻科生の臨床応用能力碍育成な

ど,奉歯科技工宴のあわ方の検討材料に資すること

をU的とした.

ll.力演

十.tl･::叫.IIj1‖∴…･い 巨L.i:I:輝 :),;j::∴-~.: I ,.';

年間に本診療所歯科技工宴 を以下,革歯科技 工宴 と

･::, ー~tit､■.fl.;.一∴'Tl･;llll･'[･:巨 ~;,目上 一一･〉.･∵.1∴･:

療所から転 月発 行 され る技 工登製作 内訳 資料 に基づ

二･十.:'∴･.･､!-∴･ I:r:､ 二､一)..:H:..LH .tl(.'･(.
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今回の調査では,率診療所から出された歯科技工

1';､･1･l//LIL:-I.:､.'!::,i /･'.卜 '::～.､'い:. ●:I/:!T･:･持 し

装置の個数については集計していない.ただし 本

歯科技工室内で製作 (以下,内製とする)した歯科

践ヱ装置の歯科技工斜総額と外注した歯科技王料稔
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類 した.

llJ.結 果

1.担 当者数 と所属

各奪度 の担 当者 と丸数 を養 iに示す,担当者に変
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か った.教 員は歯科技工士学科 または専攻科の教育
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南する歯科技工士を指す廿

表l.各年度の担当者内訳 (人1

準度 平成2晒三度 平成望逆年鑑 平成22年度

教員 2 2 望

出向職Li I 1 i

専攻科1年 確 7 凍

■､恒'*科L)II･'- () ･l I

備考 大沼が参加
後半より
岨17が零加

2∴歯科技工装置碍巣青桐溌況

13線敷

革歯科技工宴をこおける3年間の歯科技工装済変 体

鉛製作状況を衣崇に示す.凝終歯科技工装置碍みの

∴.､･一Itt:'･1-:-.∴.I..1-.ttl:l･ I.宜L')'II:l･_.:,.ト'_Jt･∴ ･二̀

成22年度が90習圏である事中間歯科技工装置を含む

～-'.∴ e'L:,J.'.:)'ロー∴､LH=丁て十十■.tt/J.･｢;I.く∴･.主:':.

･巨YJI-:lL･.･∴･1:･ミ.て1-';l｢∴･. -: 巨三,

図1,本歯科技工室の3年間の歯科技工装置製作内訳

2)有床義歯

して､..r十 ~.:.-･.1了巨 ･jl/I,:l'1lJ:I:)日 工l-lL･1.J∵工

を図2に示す,有床義歯の聯散はサレジン床による

部分床義歯と全部床義歯が過半数を超え,金属床義

歯とスルフォン床義歯が非常に少なかった#

鋸 歯冠修復

歯冠修復における各年の凝終歯科技工基音殴別個数

を図3に示す.歯冠修復の特徴はす各年度ともクラ

ウンが叢 も多くサ審美修復に関係する硬質レジン前

∴ ご こ !'.-‥ '/:∴∴ /こ'.I.言 '･一･:I･∴

･､･一'' :::Ii I'･'(,･:ri十1･▲J/I,.･l･二 ･:l一二

近似した.陶材関 係 では メタル ボンドポーセレンク

ラウンがジルヨニ ア ク ラ ウ ンに 移 行 す る 傾 向 が 顕著

一二'J､;.J,L十 : I ...∴ ､ ー工 ;;: .J }:.

表 2.3年 間 の 歯 科 技 工 装 置 の 製 作 状 況

平成2(輝 度 平成2搾 度 平成22奪度

有床義歯 部分昧義苗 黒 川や lJl

全部床義歯 37 68 50

スル フナン昧 川 コ コ

金属床義歯 頚. 媛 2

兼苗植理 13 榊 トゴ

局略複 クラウ ン 171 1(H jlh

ホ ンテ ィ ツタ lh l7 25

硬 肯 レジ ン前装 川1 眉

ジル コニア 魂呂 器 28

葦 メタルポ ン ド 転 ま ま2

い ､イブ リッ ド 頭重 65 糾

イ ンプラ ン ト 0 3 5

ア タッチ piン ト 0 13 2

イ ンレー l73 1三村 lP1

小計 739 820 907

中岡 フ ∵イ バ ー コ ア 23 川 5メ タ ル コ ア 219 164 189

テ ン ポ ラ リ - 549 531 694

その也 リ テ ー ナ ー 13 コイ ごり

ス プ リ ン ト 1Jl lj jO

カ ス タ ム ト レ ー 50 7-T llh

区 分 :凝 柊 は 凝 終 歯 科 技 工 装 置 , 中 間 は 中 間 歯 科 技 工 装 置 を

′Jこす 冊 い

図2.3年間の有 床 義 歯 の 歯 科 技 工 装 置 製 作 個 数 の 推 移

図3.3年間の歯 冠 修 復 の 歯 科 技 工 装 置 製 作 個 数 の 推 移



飛田 滋 はか こ各種歯科技工装置の製作状況に関する実態調査
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各年度職級歯科技工料 に対する内製した商科技 韮
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図 4 . 内 製 と 外 注 の 製 作 状 況 の推移
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各 年 度 の 内 灘 し た 捻 歯 科 技 工 料 金 と 教 員 , 出 向職

員 , 専 攻 科 壁 の 技 工 料 金 を 図 5 に 示 す . こ こで澱も

大 きな 伸 び を 示 し た の は , 平 成 2鋼 三度 の専攻科2年
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図 5 . 担 当 者 別 の 歯 科 技 工 料 金
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目 指 尊 者 の 臨 床 技 工 能 力 の 向 上

(iT

平 成20年 度 か らは太 沼 が歯 科 技 工士 学 科 数 の 実 習

指 導 を発任 しなが ら歯 冠 修 復 の症 伊ijを精 力 的 に担 当

､∴. 一日 rは ､l'lr.･L/.-JI:I:!.::;:i.･･1 .‥:･､巨 ∴ 一 ‥'J:
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. .I: I/,: ･l '.､･..JL:二t :･-･..㌔:.いl'日 ､∴ ､.':.

平 成 望紛年 度以 降, 臨床経験を有する歯科技工士教

員が 積 極 的 に臨床技 王 に取り組んだ結果や指導者と

､ジ ー ;j十 ･'JI･:I:.:､′一･.-,巨Il::.こ/:I.,i.∴ ･∴ '･

緊 張 感 あ る実 習 環境を維持してむ為ると考える,

二 一∴･･二･ ' - ∴

図 6が 惑 す ように歯科技工料が平成20年度に射し
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配 当 数 を増 や し歯科技工経験を多くすることによ

り, 臨床技 工 能力碍向上を囲ったことが影響してい
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図6.専攻科生が製作した歯科技工料金の推移
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門､ ∴･膏 :こ J㌦一一･一月 ;㍉ I:_::;V.-.. -I:弓..工･[:I::

勢を基準に行っているが,調査初年度と最終奪度を

比較すると臨床技工能力の育成に太きな成果があっ

.L.I.:･'･･::Lt∴.

1).装lt;rlrL.の種類の変化

I .J了ト...jiい二V･.･I

調登期間中の有床義歯で厳も多い装置はや各隼度

二三∴ ::I.卜十 :二',･Jr"_∴.･･ーt. ･..･∴'l-._"...(･'.

Ill::L J､ ､ト ー.･.t丁･:-.'1日 I.･､_,Il.言､ ∴ .':･･∴t､

生 した 歯 に 尉 す る補綴状況は,前回 (平成11年度)

よ 均も さ ら 毛こ改善していると報告されており,本調

査 にお い て 部分床義歯の製作数が多い背景にぼや恩

l一言･il/.:lil:',I:I,I-I,こいI.:く●･･十､汗∴∴巨∴ .二､:L･.･
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3LOooを推移した.この -.っは密接な関係にあ り部

浄床義歯患者が多い状況は,経年的に様櫓を義歯修

理が生じてくると考えなければならない,その背景

には義歯設計職不良が太き宅影響 していることと,

I..r=･h.I;l!:lL.二'ト､･..LJ.rl･(!二･,:I-㌦ 'l/∴ :_../ユ十 :I:I

から歯科技工加算を歯科診療報酬点数をこ算定できる

･工 ∵な .i-∴:I-:I,L≡:I~･∴ ･:∴ !,J'-._/.1･:I...

機済準の着床義歯を修理 し有効活用することは,

患者の経済的幾組を軽減 しながら顎口腔機能を維持

することに繋がる.将に部分床義歯における修理方

法は,単純軽微なものから複雑で絵合的知識と技術

を要するものまで多様である.

飛田が臨床技工に参加 してから多様な義歯修理をこ

､_!･.､.I:L.･一･･,I /∴二二-∴■吊 廿 日J.:∴･●.;･■､i.ト;

高い設計理論と正 Lw前賂際やそれに応 じる歯科技

工 巨の1仁碓な技術力が小lり■欠であり.それらが融合

してはじめて患者から商い信頼を得ることになると

十L-,:∴

1' :lli'･L!;Ill-(:r'.,..二･∴.LJ
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生が基本的技工操作を習得ずる上で教育的に有効な

装I-;'t,I:となっている.

前装を有ずるものは主に教員が製作を担当しチ保

険診療では硬質虹ジン前装関係洞窟装冠,前装ブリッ

ジ,ジャケット冠を幾約 したきが最も多かった く図

3).他機関の報告 として東京医科歯科光学歯学部

･:'t.L.I:辛:. ･一･･:jトー∴. :汁-.!･LL:'I:I･<F.巨.:･∴･1.

硬繋レジン前装冠の割合は平成14年が且6.9%と報告

･_'･十 ､.:;.･. /･l･''.1.:∴ 一･.∴∴ 吊 -一汗∴二)､､∴:違い

はあるが,本歯科技工室 も調査期間中12.2%から

号.I't､∴守｢1き:･'_た.
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二 h･(.∴-::; :.. I;I.′･･卜.L⊥ I,こ(- ∴ ､∴

アサインレーを集約 した)とジルコニアタラウンが

1:',/::､･一∴.ただ し. :t ∴∴/･''/:;I.･∴ :十廿./'llトー

数か ら見ると少ないが,メタルポンドクラウンと比

枚すると各 3年間の合計ではジルコニアタラウンは

.I..l･l･-l!1･:''J･::.

その理Il卜として貴金属価格の高騰により本診療所

那,これら殿装置をメタルポンドタラウンの費用よ

L';･:.I,'!li'仙∴.;,'i∵.､∴ ･,≡,I:十二.::リ､一喜 .Il-/:∴∴互

的歯科医療を広めようとする点が患者の要求と合致

したと考えられる. メタルボンドクラウンの減少傾

向は東京医科歯科大学歯学部附属病院1-2きの調査で

も教絶てお り,平成 9年の2掴 %に対 し平成丑凌辱は

こい .-_}J :-一二L');:'!;.J.:::,,I:,. }･.;-I. /:.I:∴･二

/.I: -､L-_IJ'･l '/I.I':､7.-′二･JL;:三上∴十､･. ト
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